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	1. 点検・評価の実施と結果
	2. プログラムを構成する科目と履修者数、プログラム修了状況
	3. 学生アンケート等を通じた学生の内容の理解度
	本プログラム必修科目について、授業内容に対する学生の理解度や満足度を把握するために、「学生による授業評価」の回答状況を確認した。「設問10：この授業を受けて、興味が広がったり、深まっていますか」、「設問11：この授業は、将来役に立ちそうですか」、「設問12：この授業に満足していますか」について、「そう思う」または「ややそう思う」と回答した学生の割合は次の通りで、概ね良好な結果であった。
	※リベラルアーツ教育科目であるため、全学科平均値
	4. 授業改善に向けた取り組み
	（1） 数理・データサイエンス・AIを「学ぶ楽しさ」「学ぶ意義」を理解させる工夫
	「情報技術の理解」では、導入部で実際にAIの活用によって課題解決に繋がっている具体的事例を取り上げ、ScratchやGoogle Collaboratoryを体験させることでプログラミングを身近なものとして感じさせる工夫をしている。特に今年度後半急速に話題となった生成系AIについて時間を割いたことで、報道等を通じて大きく社会が変化することに影響することを実感させることができた。また、外部講師（情報処理推進機構から招へい）の講演を取り入れ、現実の社会における現状や課題について知る機会とした。
	「コンピュータ活用C」「データ解析入門」「コンピュータ活用Ab」等では、身近な実データ（家計調査、商品のレビュー、SNS上のコメント等）の分析演習（分析＋可視化＋解釈）に多くの時間をあて、データから情報を抽出することの意義や楽しさを感じられるように工夫している。
	「数的処理の基礎」では、データサイエンスに必要となる数学の学習に加え、各回で取り扱う数学が実社会のどこに役に立っているかを紹介し、学生に興味を持ってもらう工夫を行っている。「数と社会」では、ビジネス数学検定の内容を素材とし、重み付け平均や関数を用いた予測、期待値に基づく選択、一定の制約下での最適化など、実際の社会で使われている基礎的な概念を学べるようにしている。
	「経営情報」では、企業等における具体的なDXの取り組みを取り上げた。受講生自らが最新の事例を見つける様な課題も課した。
	本格的にPythonプログラミングを学習する「プログラミング入門」では、画像を動かす等、視覚的に分かりやすく、学生が工夫を凝らしやすいプログラムを扱っている。
	（2） 内容・水準を維持・向上しつつ、より「分かりやすい」授業とする工夫

